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コ
ミ
協
の
活
動
は
面
倒
く
さ

い
。
そ
の
通
り
で
す
。
で
も
い

い
こ
と
も
一
寸
だ
け
あ
り
ま
す
。

「
考
え
る
」人
間
は
考
え
る
葦
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳

を
フ
ル
回
転
さ
せ
る
よ
い
機
会

で
す
。
脳
ト
レ
不
要
で
す
ね
。

  

「
発
想
が
豊
か
に
」三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知
恵
と
言
わ
れ
ま
す
。

相
談
の
過
程
で
、
発
想
が
生
ま

れ
る
快
感
は
格
別
で
す
。

  

「
情
報
を
得
る
」見
逃
し
て
い
た

こ
と
に
気
づ
か
せ
ら
れ
た
り
、
分

か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、
頭
が
よ
く
な
っ
た

気
分
に
な
り
ま
す
。

  

「
人
間
関
係
が
広
が
る
」パ
ッ

と
顔
と
名
前
が
浮
か
び
、相
談
し

た
ら
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
っ

た
。
こ
ん
な
関
係
っ
て
素
敵
で

す
ね
。

　

こ
れ
ら
が
い
い
こ
と
か
ど
う

か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
少
し
の
時
間
で
全
て

無
料
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
を
逃
す
手
は
な

い
で
す
ね
。

佐藤喜代一さん
（小須戸）

「
コ
ミ
協
一
考
」

小須戸コミュニティ協議会 会長






























小須戸文化協会 会長

杉 本 昭 彦 さん

  

７
月
の
「
西
日
本
豪
雨
」、
８
月

の
台
風
12
号
・
13
号
に
よ
る
大
き

な
被
害
、
加
え
て
長
い
猛
暑
と
今

年
の
異
常
な
夏
。
幸
い
に
新
潟
地

域
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
文
化
祭
は
市
民

展
が
第
44
回
、
芸
能
祭
は
第
34
回

に
な
り
ま
す
。
小
須
戸
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
も
４
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

小
須
戸
文
化
協
会
と
小
須
戸
地

区
公
民
館
の
共
催
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
後
援
に
よ
る
三
位
一

体
の
文
化
祭
も
軌
道
に
乗
っ
て
き

ま
し
た
し
、
伝
統
あ
る
「
手
づ
く

り
」
の
文
化
祭
も
益
々
充
実
あ
る

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
研
鑽

さ
れ
た
力
作
の
作
品
（
市
民
展
）

や
熱
演
（
芸
能
祭
）
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
文
化
祭
に
参
加
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
須
戸
地
域
の
文
化
活
動
が
さ

ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

◎　

第
８
回
ほ
ほ
え
み
交
流
夏
祭

り
　

８
月
４
日

（土）
、小
向
に
あ
る
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
と
小
向
子

ど
も
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
会
が
事
前
ポ
ス
タ
ー

の
作
製
や
前
日
の
準
備
な
ど
を
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

  

当
日
は
、
新
聞
紙
を
利
用
し
た

工
作
・
ゲ
ー
ム
や
水
ふ
う
せ
ん
、

模
擬
店
な
ど
で
、
ほ
ほ
え
み
の
利

用
者
、
家
族
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。　

◎  

新
保
子
供
み
こ
し

　

新
保
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

８
月
19
日

（日）
、
恒
例
の
新
保
子
供

み
こ
し
が
新
保
成
年
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

  

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」

と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
村

中
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。　
　

 

◎  

小
須
戸
商
工
ま
つ
り

  

今
年
も
小
須
戸
商
工
ま
つ
り
は

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
昼

間
は
屋
台
、
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
、
夕
方
か
ら

は
夕
涼
み
の
会
で
冷
た
い
飲
物
、

美
味
し
い
お
つ
ま
み
、
楽
し
い
音

楽
で
い
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
熱
い
！
暑
い
！
ア
ツ
い
！
夏
祭
り
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。
小

須
戸
地
区
で
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
祭
り

の
様
子
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

伝
統
あ

伝
統
あ
る「
手
づ
く
り

「
手
づ
く
り
」の
文
化
祭
を

の
文
化
祭
を

伝
統
あ
る「
手
づ
く
り
」の
文
化
祭
を

文化祭文化祭文化祭文化祭文化祭文化祭文化祭 品作 品作
演出 演出

市民展市民展市民展市民展
作品
募集

芸能祭芸能祭芸能祭芸能祭
出演
募集

1111月1111日（日）（日）11月11日（日）

小須戸伝統の文化祭 あなたの出番で小須戸伝統の文化祭 あなたの出番です！小須戸伝統の文化祭 あなたの出番です！

1. 市民展会場 小須戸まちづくりセンター

2. 部門 日本画・洋画・書道・写真・工芸・
版画・彫塑・文芸・その他

3. 出品資格 秋葉区内に在住または
通勤通学している方

4. 出品点数 １人２点以内

6. 出品料 無料

8. 搬入
11月2日（金）午後４時～午後７時（予定）
小須戸まちづくりセンターへ

9. 搬出
11月4日（日）午後４時～午後６時
（当日、必ず搬出してください）

10. その他 作品の保全
責任を持って取り扱いますが、不慮の災害・
事故等についてはこの限りではありません　　　　　

5. 展示 出品作品はすべて無審査で展示します
展示期間中の搬出はできません
展示方法は主催者側に一任ください

９月18日（火）～10月3日（水）
小須戸地区公民館へ
※締切厳守

7. 出品申込み（ＦＡＸも可）

1. 芸能祭会場 小須戸まちづくりセンター
３階多目的ホール

2. 部門 演奏・唄・踊り・ダンス
体操・その他

3. 出演募集 自薦・他薦問わず秋葉区で
活動している音楽・芸能団体

4. 出演資格 小須戸文化協会所属団体と
秋葉区内で活動している団体

5. 出演料 無料

6. 出演時間 １団体10分以内

7. 出演申込み
出演申込書に記入して切り離し、
９月18日（火）～10月３日（水）までに
小須戸地区公民館へ　※締切厳守

（ＦＡＸも可）

◆市民展・芸能祭の募集要項および申込書は
　下記の施設内にあります。　

小須戸地区公民館・小須戸出張所
小須戸まちづくりセンター
小須戸地区ふれあい会館
新津地区公民館

11月3日（土（土）～）～11月4日（日）（日）11月3日（土）～11月4日（日）

※市民展出品者・芸能祭出演団体は、
　10月12日（金）午後７時から開催す
   る会議に必ず出席して下さい。

２
０
１
８

２
０
１
８ 

こ
す
ど
夏
ま
つ
り　

点
描

こ
す
ど
夏
ま
つ
り　

点
描

２
０
１
８

２
０
１
８ 

こ
す
ど
夏
ま
つ
り　

点
描

こ
す
ど
夏
ま
つ
り　

点
描

２
０
１
８ 

こ
す
ど
夏
ま
つ
り　

点
描

◎  

小
須
戸
喧
嘩
燈
籠
ま
つ
り

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
な
ん
と
か

も
ち
、
３
７
０
余
年
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
「
小
須
戸
喧
嘩
燈
籠
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方

に
は
本
町
通
り
で
松
組×

桜
組
、

竹
組×

梅
組
の
激
し
い
ぶ
つ
か
り

合
い
が
あ
り
、
大
勢
の
観
客
は
釘

付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

８/４　
第８回ほほえみ交流夏祭り

８/19　新保子供みこし

８/19　小須戸商工まつり
「小須戸小児童による小須戸甚句」

８/25　小須戸喧嘩塘路まつり
「商工会館前での松組×桜組の激突」

  「キャンドルナイト」を３年ぶ
りに開催します！みんなで「エ
コ」について考えてみませんか!!
☆と　き：10月13日（土）15:30～18:00
☆ところ：小須戸まちづくりセンター
☆イベント内容　　※入場無料
・キャンドルアート（小・中学生からデザインを募集）
・段ボール迷路   ・スライムを作ろう
・ブーメランを作って飛ばそう
・スカットボール ・スリッパ卓球
・きらりんとジャンケン大会
・ほっとカフェ
・ロビーコンサート（クラッシックギタークラブ、二胡）
・ワークセンターほほえみ（展示販売）
・ペットボトルで風車を作ろう（公民館事業）
☆主催・問合せ
小須戸コミュニティ協議会　☎0250-25-7069

第８回　キャンドルナイト　in　こすど

知学（地学）健康ウォーク参加者募集！
地域の知られていないお宝発見！
「小須戸地蔵・石仏編」第１弾
  信濃川舟運の川港として栄えた旧小須戸町の
民間信仰に根差したさまざまな史跡を巡って、
行程約６キロ、３時間かけて歩きます。
  みんなで健康的に歩きませんか！
日　　時　10月27日（土）
　8:15 小須戸武道館前集合　※小雨決行
  8:30 出発　11:30 解散（予定）
参 加 費　300 円（保険料・参加賞）※当日徴収
募集人員　先着 30 名（小学生以下は保護者同伴）
行　　程　小須戸町内～鵜出古木～竜玄・新保方面
申込方法　下記の事務局にある参加申込書に記入
          の上、お申し込みください
小須戸まちづくりセンター（☎0250-25-7069）
小須戸地区ふれあい会館　（☎0250-38-3151）
申込締切　10月20日（土）
問合せ先　高野 豊　携帯 090-4098-4356
※動きやすい服装と靴でお越しください。
  飲み物、タオル等は各自ご用意ください。
主　　催　小須戸コミュニティ協議会、
          山の手コミュニティ協議会
後　　援　小須戸地区スポーツ振興会
※この事業は新潟市の補助金を受けています。

〒956-0101 秋葉区小須戸120-5
TEL:0250-25-5715
FAX:0250-38-5210

小須戸地区公民館
（申込み・問合せ）
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文　

芸　

欄

分
け
入
れ
ば
妻
に
会
え
る
か
雲
の
峰　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

空
蝉
や
二
つ
並
ん
で
葉
の
裏
に　
　
　
　
　

本

多

玲

子

菩
提
寺
の
清
掃
作
業
盆
用
意　
　
　
　
　
　

間

野

え

り

市
街
地
を
見
下
す
墓
地
や
蝉
し
ぐ
れ　
　
　

吉

澤

文

子　
　
　
　

神
の
使
徒
た
り
炎
天
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

中

野

太

浪

被
災
地
を
思
ひ
て
耐
へ
る
熱
帯
夜    　
　

風

間

幸

子　

待
ち
遠
し
入
道
雲
と
綿
飴
と　
　
　

      

吉

田

松

子　
　
　

三
日
干
し
二
夜
さ
ら
し
て
梅
納
む　
　
　
　

佐
久
間
久
子　

ぬ
か
漬
の
に
ほ
ひ
気
に
す
る
夕
端
居　
　
　

馬

場

綾

子　
　
　
　
　
　

七
月
の
風
に
誘
は
れ
ペ
ダ
ル
踏
む　
　
　
　

丸

山

紀

子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暑
い
夏
冷
や
し
料
理
が
喜
ば
れ  　

  　
　

増

井

都

留

手
作
り
の
野
菜
た
っ
ぷ
り
夏
料
理  　
　
　

会

田　

修

レ
ン
ジ
チ
ン
手
抜
き
で
す
ま
す
猛
暑
の
日  

浄　
　
　

栄

お
料
理
も
盛
付
け
次
第
美
術
品  　
　
　
　

保

科

志

枝

和
洋
中
教
え
合
っ
て
る
三
世
代　
　
　
　
　

能
登
と
し
お

農
捨
て
た
子
へ
男
結
び
の
秋
が
着
く　

  　
　

渡

辺

信

子

船
の
中
松
島
め
ぐ
り
仁
王
島  　
　
　
　
　

奉　

和　

崇

悪
者
に
な
れ
ぬ
自
分
に
腹
が
立
ち        

風
間
源
一
郎

木
洩
れ
日
の
鳥
の
囀
り
聡
き
な
が
ら

　

山
道
登
り
頂
向
か
ふ      　
　
　

    

玲　
　
　

泉

エ
ア
コ
ン
に
扇
風
機
も
と
引
き
寄
せ
る

　

今
ま
で
に
な
い
酷
暑
の
夏
に    　
　
　

吉
田
ま
つ
え

ほ
ほ
え
み
と
思
い
出
忘
る
友
の
手
を

　

と
り
て
咽
び
ぬ
施
設
に
あ
り
て　
　
　
　

久
保
ミ
ネ
子

投
票
に
行
け
ば
久
し
き
知
人
等
の

　

驚
き
を
背
に
票
を
投
ず
る      　
　
　

高

橋

キ

ヨ

ま
た
晴
れ
か
傘
の
マ
ー
ク
が
羨
ま
し

　

雨
ご
い
し
た
い
日
照
り
の
日
々
に　
　
　

こ  

み  

け 
 

〈料理〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

こ
く 

し
ょ

な
つ

せ
ん 

ぷ
う  

き
さ
え
ず

き

い
た
だ
き

む
せ

い

は
し

ゆ
う

う
つ
せ
み

ほ

よ

ぼ

じ

だ
い

く
も

み
ね

し

と

ふ
た

わ
た 

あ
め























































文　

芸　

欄

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
25
日（
火
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。
















































































































































































































































































































































俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



  ８月４日（土）「大切にしたい、災害・有事の際の地域の絆と支えあい！」を合言葉に、第12回山

の手地区ふれあい夏まつりが盛大に行われました。

  今年初めて、秋葉区地域総務課の協力により地震体験ができる起震車を呼び、こどもからお年

寄りまで多くの方々が貴重な体験をしました。また矢代田小ひまわりクラブのこどもたちがボラ

ンティアと一緒に作った『災害時に使える新聞紙コップ』を起震車体験者にプレゼント！大変喜

ばれました。

  さらに、日本赤十字社の協力でテント内やステージ上で活動紹介をしてもらい、会館内での防

災教室は会場いっぱいでした。

  また、矢代田小学校 6年生の総合学習の一環で、出店・非常食の試食配布の他、ステージでは、

防災に係るクイズやダンスを交えた替え歌を発表しました。続いて、鎌倉・天ケ沢・舟戸の除雪

隊のみなさんからステージに

上がって頂き、昨冬の豪雪の

中、除雪隊が通学路を除雪し

てくれたおかげで安全に登下

校できた感謝の気持ちを伝え、

除雪隊の代表者からも一言い

ただき、地域の絆が深まった

まつりとなりました。

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

ふれあい夏まつりで深まる地域の絆！

２
０
１
８
夏
休
み
子
ど
も
事
業
特
集

  

今
年
は
本
当
に
暑
い
夏
で
し
た
。
皆
さ
ん
夏
休
み
は
ど
う
過
ご
し
ま
し
た
か
？
公
民
館
で
は
楽
し
く
て
た
め
に
な
る

事
業
を
数
多
く
行
い
ま
し
た
。「
ど
ん
な
事
業
だ
か
っ
て
？
」
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
ま
す
ね
。

①  

お
は
よ
う
朝
ご
は
ん

  

矢
代
田
小
２
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
小
須

戸
コ
ミ
協
と
の
共
催
で
、食
生
活
改

善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
「
お

は
よ
う
朝
ご
は
ん
」
の
講
習
を
受

け
ま
し
た
。
朝
ご
は
ん
が
い
か
に

大
切
か
学
び
ま
し
た
。

②  

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

  

昨
年
に
続
い
て
地
元
天
ヶ
沢
の

「
大
沢
森
林
公
園
」で
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。
自
然
と
ふ
れ

あ
う
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
、
里

山
に
い
る
虫
や
鳥
や
草
花
の
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
昼
食

は
み
ん
な
で
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
作
っ
て

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③  

夏
に
負
け
な
い 

ス
ポ
ー
ツ

体
験

  

小
須
戸
・
矢
代
田
ひ
ま
わ
り
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
吹
き
矢
」

「
ス
リ
ッ
パ
卓
球
」「
軍
手
ボ
ッ
チ
ャ
」

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し
ま
し
た
。

④  

や
っ
て
み
よ
う
科
学
実
験

  

す
っ
か
り
夏
休
み
の
定
番
に
な
っ

た
「
や
っ
て
み
よ
う
科
学
実
験
」

は
、
今
年
も
新
潟
薬
科
大
学
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆
さ
ん
か
ら

講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
静
電
気
で
動
く
モ
ー
タ
ー
作
り
」

「
動
く
ス
ラ
イ
ム
作
り
」「
紫
キ
ャ

ベ
ツ
で
食
べ
物
の
酸
っ
ぱ
さ
調
査
」

ど
れ
も
興
味
津
々
の
内
容
に
子
ど

も
た
ち
は
驚
き
と
想
像
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

新
し
い
発
見
と
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
夏
休
み
で
し
た
。
来
年
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

  

７
／
７

お
は
よ
う
朝
ご
は
ん

「
笹
だ
ん
ご
作
り
」

 

（
矢
代
田
小
学
校
）

７
／
29

お
は
よ
う
朝
ご
は
ん

「
お
に
ぎ
ら
～
ず
他
」

（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）

▲

  

８
／
10

吹
き
矢
・

ス
リ
ッ
パ
卓
球

（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）　

▲

  

８
／
21

科
学
実
験

（
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）　

▲

▲

８
／
16

ス
リ
ッ
パ
卓
球
・

軍
手
ボ
ッ
チ
ャ
他

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

▲

８
／
22

科
学
実
験

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

▲

▲８/８ デイキャンプ
        （大沢森林公園）

第16回 蒼丘の里
秋 祭 り

特別養護老人ホームこすど蒼丘の里
１０月６日(土)

秋
祭
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

13:15～ 屋台開始

14:00～ 秋祭り開始

14:05～ 余興開始

～16:00 秋祭り終了

           （予定）
「
美
味
し
い
」
屋
台
コ
ー
ナ
ー

13:30～
チーまる子 (チーズ
入りのたこ焼き) 等
の飲食ブースと、 レ
クリエーション等の
ゲームコーナーを準
備いたします！

※ボランティアを募集しています。興味のある
方は、施設までご連絡ください。
※会場は、こすど蒼丘の里施設内となります。
※施設前駐車場には限りがありますので、お車
でのご来場は極力ご遠慮ください。
(矢代田駅徒歩10分)

問合せ先：特別養護老人ホーム こすど蒼丘の里
　　　　　☎0250-61-0333　(担当：若月・市川)

  新潟市の移住モデル地区４つのうち３つがある
秋葉区でツアーを開催します。モデル地区すべて

（小須戸・朝日・金津地区）をめぐるので、この機
会に、新潟の暮らしにご興味のある県外にお住ま
いのお知り合い・ご親戚の方に、ぜひお声掛けく
ださい。

詳しくはこちら


